
第43回定時株主総会

招集ご通知

日時　2023年６月23日（金曜日）午前10時

　　　（受付開始　午前９時）

場所　東京都千代田区大手町一丁目４番１号

ＫＫＲホテル東京　10階　瑞宝の間

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）
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2023年６月２日

株 主 各 位
東京都渋谷区神宮前五丁目52番２号

代表取締役会長 大 久 保 　 秀 夫

当社ウェブサイト
https://www.forval.co.jp

三井住友信託銀行ウェブサイト（株主総会ポータル
Ⓡ
）

https://www.soukai-portal.net

QRコードは

議決権行使

書用紙に

ございます

東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第43回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第43回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通
知申しあげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提
供措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェ
ブサイトに掲載しておりますので、以下のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確
認くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「株主・投資家の皆さまへ」「ＩＲニュース」
を順に選択いただき、ご確認ください。）

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、三井住友信託銀行のウ
ェブサイト、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲載しておりますの
で、以下よりご確認ください。

（同封の議決権行使書用紙にあるQRコードを読み取るか、ＩＤ・パスワードをご入力ください。）

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「フォーバル」又は「コー
ド」に当社証券コード「8275」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／PR情報」を順に選択し
て、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知／株主総会資料」欄よりご確認ください。）

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（郵送）によって
議決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討
のうえ、2023年６月22日（木曜日）午後６時までに議決権を行使してくださいま
すようお願い申しあげます。

［インターネットによる議決権行使の場合］
　後記の「インターネットによる議決権行使のご案内」をご確認くださいますよ
うお願い申しあげます。
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１．日 時 2023年６月23日（金曜日）午前10時
２．場 所 東京都千代田区大手町一丁目４番１号

ＫＫＲホテル東京　10階　瑞宝の間
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 　１．第43期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業

報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会
の連結計算書類監査結果報告の件

　２．第43期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算
書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

［書面（郵送）による議決権行使の場合］
　議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使期限まで
に到着するようご返送ください。

敬　具
記

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
（１）書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、

議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとして
お取り扱いいたします。

（２）インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行わ
れた議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

（３）インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合
は、到着日時を問わず、インターネットによる議決権行使を有効なもの
としてお取り扱いいたします。

（４）代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方
１名を代理人として株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を
証明する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。

以　上

◎　当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。

◎　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト、三井住友

信託銀行ウェブサイト　株主総会ポータル
Ⓡ
、東証ウェブサイトにおいて、その旨、修正前

及び修正後の事項を掲載いたします。
◎　書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送り

いたしますが、当該書面は、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、次に掲げる事項を除
いております。
①　事業報告の「会社の体制および方針」
②　連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
③　計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、会計監
査人が会計監査報告を、監査等委員会が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の
一部であります。
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　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた対応について

1 ご来場される株主様へ
　・株主総会会場におきましてはソーシャルディスタンスに配慮した席数になる

可能性がございます。
　・株主総会終了後の事業方針説明会につきましては中止とさせていただきま

す。
　・ご来場の株主の皆様へ配布していました「お食事券」につきましては中止と

させていただきます。

2 当社の対応について
　・株主総会に出席する取締役及び運営スタッフは、新型コロナウイルス感染状

況によっては、マスク着用で応対させていただくことも考えられますので、
何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。
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議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくだ
さいますようお願い申し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に

ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を

行使される場合

インターネットで議決権を

行使される場合

同封の議決権行使書用紙を

会場受付にご提出くださ

い。

同封の議決権行使書用紙に

議案に対する賛否をご表示

のうえ、ご返送ください。

次ページの案内に従って、

議案の賛否をご入力くださ

い。

日　時 行使期限 行使期限

2023年６月23日（金曜日）

午前10時（受付開始：午前９時）

2023年６月22日（木曜日）

午後６時到着分まで

2023年６月22日（木曜日）

午後６時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内

こちらに議案の賛否をご記入ください。

第１・第２号議案

● 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印

● 全員反対する場合 「否」の欄に〇印

●
一部の候補者を

反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、

反対する候補者の番号を

ご記入ください。

議決権行使書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用

議決権行使

ウェブサイト

ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行

使を有効なものとさせていただきます。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合

は、最後に行われた議決権行使を有効なものとさせていただきます。
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インターネットによる議決権行使のご案内

『株主総会ポータル』のご案内

招集通知の確認も議決権行使も簡単に！

スマートフォンで読みやすい
議案情報、企業情報、業績情報を読みやすく。
株主総会資料も閲覧できます。

POINT 1

議決権行使も楽々
ボタン１つで議決権行使画面へ移動。
議案を確認後、そのまま議決権行使が
可能です。

POINT 3

簡単・便利にアクセスが可能
お手元のスマートフォン等で議決権
行使書用紙に記載のQRコードを読
み取り簡単にアクセスできます。
ID・パスワードの入力は不要です。
※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

POINT 2

インターネットによる議決権行使期限　2023年6月22日（木曜日）午後6時
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以下のURLより議決権行使書用紙に記載

のログインID・パスワードをご入力のう

えアクセスしてください。

株主総会ポータルURL
https://www.soukai-portal.net

≪議決権行使方法≫

右図の通り、ログイン後の画面で「議決

権行使へ」ボタンをクリックし、以降は

画面の案内に従って賛否をご入力くださ

い。

議決権行使ウェブサイトも引き続きご利

用いただけます。

▶https://www.web54.net

PC等からもアクセスいただけます

ご注意事項 ･････････････････････････････････････････････････････････････

●一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書用紙に記載の「議決権行

使コード」「パスワード」をご入力いただく必要があります。

●書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決

権行使を有効なものといたします。また、インターネットによって複数回議決権を行使された

場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

●１・４・７・10月の第１月曜日0:00～5:00は、メンテナンスのためご利用いただけません。

株主総会ポータルのご利用方法・インターネットによる議決権行使に関するお問い合わせ

三井住友信託銀行　
証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル

0120-652-031（受付時間　9時～21時）

ぜひQ&Aも
ご確認ください。
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候補者
番 号

ふ  り  が  な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重  要  な  兼  職  の  状  況）

所有する当社
の 株 式 数

１

おお

大
く

久
ぼ

保　
ひで

秀　
お

夫

(1954年10月２日生)

1980年９月 当社代表取締役社長

2005年６月 当社代表取締役会長兼社長

2010年６月 当社代表取締役会長（現任） 3,420,800株

（重要な兼職の状況）

　有限会社エス・エヌ・ケー代表取締役社長

【選任理由】

大久保秀夫氏を取締役候補者とした理由は、当社を創業後８年２カ月という日本最

短記録で史上最年少の若さ（ともに当時）で株式公開し、現在上場会社３社を含む

企業グループに成長させた経験と実績に加え、幅広い人脈を有しており、引き続き

取締役の責務を適切に果たすことが期待できると判断し、取締役候補者としており

ます。

２

なか

中

 

　
じま

島

 

　
まさ

將

 

　
のり

典

(1964年４月15日生)

1987年４月 当社入社

1995年４月 当社ＯＡ営業本部長

1995年６月 当社取締役ＯＡ営業本部長

1998年６月 当社常務取締役営業本部長

2005年６月 当社取締役上席副社長

2007年７月 当社代表取締役副社長

2008年４月 当社代表取締役副社長兼事業推進

本部長

2010年６月 当社代表取締役社長（現任）

87,000株

【選任理由】

中島將典氏を取締役候補者とした理由は、当社の営業本部長及び上場子会社の代表

取締役社長などを務めた後、当社の代表取締役社長として当社をはじめとしたグル

ープ企業を管理・指導してきた豊富な経験と実績を有しており、引き続き取締役の

責務を適切に果たすことが期待できると判断し、取締役候補者としております。

株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じです。）

全員（４名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、

取締役４名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、全ての取締役候補者に

ついて適任であると判断しております。

　取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番 号

ふ  り  が  な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重  要  な  兼  職  の  状  況）

所有する当社
の 株 式 数

３

たに

谷

 

　
い

井

 

　

 

　

 

　
つよし

剛

(1965年４月17日生)

1996年６月 株式会社フォーバルテレコム入社

2000年５月 同社管理本部長

2000年６月 同社取締役

2006年６月 同社常務取締役

2007年６月 同社代表取締役社長

2022年４月 同社取締役（現任）

2022年４月　当社経営戦略本部長兼グループ開

発室長

2022年６月　当社常務取締役（現任）

7,000株

（重要な兼職の状況）

　株式会社フォーバルテレコム取締役

【選任理由】

谷井剛氏を取締役候補者とした理由は、当社の上場子会社の代表取締役社長やグル

ープ企業の取締役を務め、グループ企業の経営をサポートしてきた経験と実績を有

しており、引き続き取締役の責務を適切に果たすことが期待できると判断し、取締

役候補者としております。

４

か

加

 

　
とう

藤

 

　
こう

康

 

　
じ

二

(1959年３月10日生)

1996年２月 当社入社

2003年４月 当社経理部長

2005年４月 当社管理本部長

2006年６月 当社取締役管理本部長

2013年４月 当社取締役兼内部統制室長

2014年４月 当社常務取締役（現任）

46,200株

（重要な兼職の状況）

　株式会社フォーバル・リアルストレート取締役

【選任理由】

加藤康二氏を取締役候補者とした理由は、当社の経理・財務を主とした管理部門の

責任者及び常務取締役として経営を支えてきた経験と実績を有しており、引き続き

取締役の責務を適切に果たすことが期待できると判断し、取締役候補者としており

ます。

　　　１．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

　　　２．当社は、会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を保険会

社との間で締結し、当社取締役を含む被保険者がその業務の遂行に伴う行為に起因し

て損害賠償請求された場合、損害賠償金および争訟費用を当該保険契約により填補す

ることとしております。各候補者が取締役に選任され就任された場合は、当該保険契

約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更

新を予定しております。
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候補者
番 号

ふ  り  が  な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重  要  な  兼  職  の  状  況）

所有する当社
の 株 式 数

１

すず

鈴

 

　
き

木

 

　
ひろ

弘

 

　
ゆき

之

(1959年２月12日生)

2013年２月 当社入社

2013年４月 当社役員付担当部長

2018年４月 当社内部統制室長

2019年６月 当社取締役（常勤監査等委員）

（現任）

1,600株

【選任理由】

鈴木弘之氏を取締役候補者とした理由は、大手電機メーカーで、長年にわたり国内外

の経理・財務業務に携わってきたことに加え、当社の内部統制部門の責任者として経

営を支えてきた経験と実績を有し、監査等委員である取締役の責務を適切に果たすこ

とが期待できると判断し、監査等委員である取締役候補者としております。

２

まつ

松

 

　
ざか

坂

 

　
ゆう

祐

 

　
すけ

輔

(1954年１月７日生)

1981年10月 司法試験合格

1984年４月 弁護士登録（現在）

1987年４月 東京平河法律事務所入所（現在）

1994年６月 当社監査役

2015年６月 当社社外取締役（監査等委員）

（現任）

（重要な兼職の状況）

　東京平河法律事務所弁護士

　株式会社アクセスグループ・ホールディングス社外監査役

－株

【選任理由及び期待される役割の概要】

松坂祐輔氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は弁護士として法的な専門知識と

経験並びに財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており、引き続き当該知見を

活かし専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等をいただくことを期

待したためであります。なお、同氏は、直接企業経営に関与した経験はありません

が、上記の理由により、社外取締役として、その職務を適切に遂行できるものと判断

しております。

第２号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了と

なります。つきましては、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするもの

であります。

　なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。

　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番 号

ふ  り  が  な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重  要  な  兼  職  の  状  況）

所有する当社
の 株 式 数

３

お

小

 

　
の

野

 

　
たか

隆

 

　
ひろ

弘

(1953年11月20日生)

1988年11月 税理士登録（現在）

1999年５月 大和証券SBCM株式会社（現大和証

券株式会社）引受審査部長

2001年１月 中央青山監査法人　株式公開サポ

ート室長

2001年６月 当社監査役

2008年６月 株式会社ウェブドゥジャパン

（現クルーズ株式会社）監査役

2015年６月 当社社外取締役（監査等委員）

（現任）

－株

【選任理由及び期待される役割の概要】

小野隆弘氏を社外取締役候補者とした理由は、税理士として専門知識と経験を有し、

また、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており、引き続き当該知見を活か

して専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等をいただくことを期待

したためであります。なお、同氏は、直接企業経営に関与した経験はありませんが、

上記の理由により、社外取締役として、その職務を適切に遂行できるものと判断して

おります。

（注）１．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．松坂祐輔及び小野隆弘の各氏は、社外取締役候補者であります。

３．松坂祐輔氏及び小野隆弘氏は、現在、当社の監査等委員である社外取締役であります

が両氏の在任期間は、本総会終結の時をもって８年となります。なお、両氏は、過去

に業務執行者でない役員（監査役）であったことがあります。

４．当社と鈴木弘之氏、松坂祐輔氏及び小野隆弘氏との間で会社法第427条第１項の規定

に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令に定める金額（最低責任限度額）と

しており、三氏の再任が承認された場合は、三氏との当該契約を継続する予定であり

ます。

５．当社は、会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を保険会

社との間で締結し、当社取締役を含む被保険者がその業務の遂行に伴う行為に起因し

て損害賠償請求された場合、損害賠償金および争訟費用を当該保険契約により填補す

ることとしております。各候補者が取締役に選任され就任された場合は、当該保険契

約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更

新を予定しております。

６．当社は、松坂祐輔氏、小野隆弘氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員

として届け出ており、両氏の再任が承認された場合には、引き続き独立役員とする予

定であります。
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氏　　名 企業経営
営業企画

（戦略）

グロー

バル

法務　　

リスク管

理

財務　　

会計

人事　　

労務

ESG　　　　　

サスティナ

ビリティ

監査　　

ガバナン

ス

 

大

 

久

 

保

 

　

 

秀

 

夫 ○ ○ ○

 

中

 

島

 

　

 

將

 

典 ○ ○ ○

谷井

 

　　剛 ○ ○ ○

加藤

 

　康二 ○ ○ ○ ○

 

鈴

 

木

 

　

 

弘

 

之 ○ ○ ○

※
 

松

 

坂

 

　

 

祐

 

輔
○ ○ ○

※
 

小

 

野

 

　

 

隆

 

弘
○ ○ ○

【ご参考】取締役のスキルマトリックス

　　　　　（本総会において第１号議案及び第２号議案が承認された場合）

　当社は、経営理念や経営ビジョン、経営戦略を適切に遂行するという観点から、取締役会にお

ける充実した議論を通した重要な業務執行に係る意思決定や適切な業務執行の監督・監査機能を

バランスよく発揮することが必要であると考えております。

　こうした観点から、当社の取締役会にとって必要と考える知識・経験・能力などのスキルを定

義しました。

（注）※印は、社外取締役（監査等委員）であります。

以　上
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(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

事　 業　 報　 告

Ⅰ．企業集団の現況に関する事項

１. 当事業年度の事業の状況

（１）事業の経過及びその成果

  当連結会計年度におけるわが国経済は、ウクライナ情勢等を受けた資源

価格上昇の影響を受ける一方で、新型コロナウイルス感染症や供給制約の

影響が和らぐ中で、輸出や生産は堅調に推移し、設備投資も緩やかに増加

しました。また、雇用・所得環境も緩やかに改善し、個人消費も新型コロ

ナウイルス感染症の影響が和らぐ中で物価上昇の影響を受けつつも緩やか

に増加しました。

  また、当社グループの事業領域である情報通信分野においては、クラウ

ドやビッグデータ、ＩｏＴ、ＡＩなどを活用したサービスが拡大していま

す。

  このような経営環境下、当社グループは「次世代経営コンサルタント」

として企業経営を支援する集団となり、中小・小規模企業の利益に貢献す

ることを目指し、「情報通信の知識・技術を駆使した経営コンサルティン

グサービス（情報通信）」、「海外マーケットを独自ノウハウで取り込む

経営コンサルティングサービス（海外）」、「環境に配慮した最先端の経

営コンサルティングサービス（環境）」、「次世代経営に必要な人材を育

てる経営コンサルティングサービス（人材・教育）」、「企業のライフサ

イクルに対応した経営コンサルティングサービス（起業・事業承継）」の

５分野において他社との差別化を図り、質の高いサービスを提供するため

にＭ＆Ａも活用しながら事業の拡大に取り組んでいます。

　現在は、岸田内閣の主要政策である未来を切り拓く「新しい資本主義」

－成長と分配の好循環－に則り、中小・小規模企業のＧＸ（グリーントラ

ンスフォーメーション）及びＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

（以下「ＧＤＸ」）を可視化経営により推進する伴走型アドバイザーとし

ての確固たる地位を確立していくことに注力しています。その実現に向け

てF-Japan戦略を推進し、産学官の協力によるＧＤＸアドバイザーの創

造、ＧＤＸアドバイザー向けの新たな貸出ビジネスの創造、中小企業経営

のための情報分析プラットフォーム「きづなＰＡＲＫ」の質的・量的拡

充、中小企業に対するスコアリングの実現など、事業基盤の強化にスピー

ド感を持って取り組んでいます。
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　このような状況下、当連結会計年度における連結業績は、以下のように

なりました。

  中小・小規模企業におけるＤＸ推進の機運の高まりを受けてアイコンサ

ービスが順調に拡大したことに加え、ＧＸに対する意識の高まりを受けて

環境に優しい新電力サービスが増加し、また、新たに連結に加わったグル

ープ会社の寄与もあり、売上高は前期に比べ8,003百万円増加し、59,538

百万円（前期比15.5％増）となりました。

　利益面では売上総利益が電力の仕入価格上昇の影響を受けて前期に比べ

1,307百万円増加（前期比6.9％増）にとどまったほか、販売費及び一般管

理費は事業拡大に伴う人員増強の影響等で前期に比べ1,550百万円増加

（前期比9.5％増）した結果、営業利益は2,443百万円（前期比9.0％

減）、経常利益は貸倒引当金繰入額の減少等により2,717百万円（前期比

4.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は前期に事業譲渡益などの

特別利益を446百万円計上していたこともあり、1,679百万円（前期比

8.6％減）となりました。

　　セグメントの業績は以下のとおりであります。

 　＜フォーバルビジネスグループ＞

  アイコンサービスやセキュリティ関連が増加したほか、新たに連結に加

わったグループ会社の寄与により、売上高は29,375百万円（前期比16.8％

増）、セグメント利益は1,941百万円（前期比21.3％増）となりました。
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　 ＜フォーバルテレコムビジネスグループ＞

　新電力サービスが増加した一方で、ＩＳＰサービス等が減少した結果、

売上高は24,283百万円（前期比14.0％増）、電力の仕入価格上昇の影響で

セグメント利益は575百万円（前期比46.0％減）となりました。

　 ＜総合環境コンサルティングビジネスグループ＞

　住宅用太陽光発電システム等が増加した結果、売上高は3,818百万円

（前期比22.3％増）、ライティング事業の原価増の影響等でセグメント損

失は80百万円（前期はセグメント損失62百万円）となりました。

＜その他事業グループ＞

　会計システム関連等が増加した結果、売上高は2,061百万円（前期比

5.9％増）、前期は利益率の高い大型の開発受託案件があったためセグメ

ント利益は265百万円（前期比6.7％減）となりました。

（２）資金調達の状況

　記載すべき重要な事項はありません。

（３）設備投資の状況

　当連結会計年度における設備投資の総額は881百万円であり、その主な

ものは、事務所設備及び備品等の購入128百万円及び、社内情報システム

のソフトウェア等の購入644百万円であります。
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（４）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

　　　　該当事項はありません。

（５）他の会社の事業の譲受けの状況

　記載すべき重要な事項はありません。

（６）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の

状況

　該当事項はありません。

（７）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

　　　当社は、2022年４月１日付で㈱アベヤスの発行済株式の全てを取得し、

100％子会社としました。

　　　子会社の㈱第一工芸社は、2022年４月１日付で㈱進駸堂販売の発行済株

式の全てを取得し、100％子会社としました。

　　　当社は、2022年６月１日付で㈱ＫＡＧホールディングスの株式を60.0％

取得して子会社とし、商号を株式会社フォーバルラボコミュニケーション

ズに変更しております。

　　　当社は、2022年12月１日付で㈱奈良事務機の発行済株式の全てを取得

し、100％子会社としました。
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第 40 期
(2020年３月)

第 41 期
(2021年３月)

第 42 期
(2022年３月)

第 43 期
(当連結会計年度)
(2023年３月)

売 上 高(千円) 49,731,520 49,788,843 51,535,268 59,538,921

経 常 利 益(千円) 3,324,633 2,483,705 2,855,164 2,717,340

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

(千円) 1,067,742 1,357,818 1,836,843 1,679,450

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円) 42.48 53.34 71.71 65.41

総 資 産(千円) 29,103,983 31,410,121 32,498,514 35,858,529

純 資 産(千円) 11,400,156 13,040,311 14,372,541 15,636,913

１株当たり純資産額 (円) 430.48 484.87 523.58 569.13

第 40 期
(2020年３月)

第 41 期
(2021年３月)

第 42 期
(2022年３月)

第 43 期
(当事業年度)
(2023年３月)

売 上 高(千円) 18,312,194 16,465,580 16,216,979 18,075,184

経 常 利 益(千円) 1,889,258 1,785,393 1,735,759 1,831,936

当 期 純 利 益(千円) 2,023,645 1,315,998 1,364,301 1,375,844

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円) 80.51 51.70 53.26 53.59

総 資 産(千円) 19,767,099 21,263,435 21,938,407 23,434,550

純 資 産(千円) 13,066,411 14,460,582 15,081,914 15,860,673

１株当たり純資産額 (円) 519.38 565.41 588.33 616.9

２. 直前３事業年度の財産及び損益の状況

①　企業集団の財産及び損益の状況

（注）１．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

２. １株当たり純資産額は期末発行済株式総数により算出しております。

３.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第42期の

期首から適用しており、第42期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基

準等を適用した後の指標等となっております。

②　当社の財産及び損益の状況

（注）１．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

２. １株当たり純資産額は期末発行済株式総数により算出しております。

３.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第42期の

期首から適用しており、第42期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基

準等を適用した後の指標等となっております。
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会 社 名 資 本 金
当 社 の
出 資 比 率

主 要 な 事 業 内 容

㈱フォーバルテレコム 553,660千円 75.1％ 法人向け通信サービス

㈱フォーバル・リアル
ストレート

95,462千円 55.4％
不動産関連サービス、情報通信機器
販売

３. 重要な子会社の状況

４. 対処すべき課題

　当社グループは「次世代経営コンサルタント」として企業経営を支援する

集団となり、中小・小規模企業の利益に貢献することで顧客とのリレーショ

ンを強化し、ビジネスパートナーとしての確固たる地位を確立するととも

に、ストック型の収益構造へとビジネスモデルの転換を図っております。特

に、「情報通信の知識・技術を駆使した経営コンサルティングサービス（情

報通信）」、「海外マーケットを独自ノウハウで取り込む経営コンサルティ

ングサービス（海外）」、「環境に配慮した最先端の経営コンサルティング

サービス（環境）」、「次世代経営に必要な人材を育てる経営コンサルティ

ングサービス（人材・教育）」、「企業のライフサイクルに対応した経営コ

ンサルティングサービス（起業・事業承継）」の５分野において他社との差

別化を図り、主に「売上拡大」「業務効率改善」「リスク回避」の視点から

中小・小規模企業の利益に貢献することを目指しております。現在は、岸田

内閣の主要政策である未来を切り拓く「新しい資本主義」－成長と分配の好

循環－に則り、中小・小規模企業のＧＸ（グリーントランスフォーメーショ

ン）及びＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）（以下「ＧＤＸ」）を

可視化経営により推進する伴走型アドバイザーとしての確固たる地位を確立

していくことに注力しています。

　その実現に向けてF-Japan戦略を推進し、産学官の協力によるＧＤＸアド

バイザーの創造、ＧＤＸアドバイザー向けの新たな貸出ビジネスの創造、中

小企業経営のための情報分析プラットフォーム「きづなＰＡＲＫ」の質的・

量的拡充、中小企業に対するスコアリングの実現など、事業基盤の強化にい

かにスピード感を持って取り組んでいけるのかが当社の課題となっておりま

す。

５. 主要な事業内容（2023年３月31日現在）

　当社グループは、主に当社と連結子会社24社等で構成され、中小・中堅法

人様向けにＯＡ・ネットワーク機器の販売、サービスの取次、及びコンサル

ティングサービス、ＶｏＩＰ・モバイル等の通信サービス、インターネット

関連サービス、普通印刷、保険サービス、オール電化・エコ住宅設備・ＬＥ

Ｄ照明等の事業を行っております。
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事 業 所 所 在 地

本 社 東 京 都 渋 谷 区

首 都 圏 支 社 東 京 都 目 黒 区

首 都 圏 支 社 東 京 都 千 代 田 区

首 都 圏 支 社 横 浜 市 中 区

関 西 支 社 大 阪 市 西 区

中 部 支 社 名 古 屋 市 中 村 区

九 州 支 社 福 岡 市 中 央 区

北 海 道 支 店 札 幌 市 中 央 区

東 北 支 社 仙 台 市 青 葉 区

鹿児島コミュニケーションセンター 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市

佐 賀 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ ー 佐 賀 県 佐 賀 市

北九州コミュニケーションセンター 北 九 州 市 小 倉 北 区

事 業 所 所 在 地

㈱ フ ォ ー バ ル テ レ コ ム 東 京 都 千 代 田 区

㈱フォーバル・リアルストレート 東 京 都 千 代 田 区

６. 主要な事業所（2023年３月31日現在）

①当社の主要な事業所

②子会社

使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

2,277名 146名増

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

762名 78名増 36.6歳 10.17年

７. 使用人の状況（2023年３月31日現在）

①企業集団の使用人の状況

（注）使用人数は、就業人員（非常勤者を除く）数としております。

②当社の使用人の状況

（注）１．使用人数は、就業人員（非常勤者を除く）数としております。

　２．就業人員には、関係会社等への出向者（251名）は含まれておりません。

　３．就業人員が前事業年度末に比べ78名増加したのは、主として業容拡大に伴う新卒採用 

及び期中採用によるものであります。

借 入 先 借 入 金 残 高

㈱ 三 井 住 友 銀 行 800百万円

三 井 住 友 信 託 銀 行 ㈱ 528百万円

㈱ 三 菱 U F J 銀 行 400百万円

８．主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）
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①　発行可能株式総数 60,000,000株

②　発行済株式の総数 25,710,145株（自己株式2,022,477株を除く）

③　株主数 3,870名

株　主　名 持株数 持株比率

有 限 会 社 エ ス ・ エ ヌ ・ ケ ー 6,936,600株 26.9％

大 久 保 　 秀 　 夫 3,420,800株 13.3％

株 式 会 社 Ｕ Ｈ Ｐ a r t n e r s ２ 2,491,800株 9.6％

光 通 信 株 式 会 社 1,915,300株 7.4％

大 久 保 　 洋 　 子 1,570,000株 6.1％

株 式 会 社 Ｕ Ｈ Ｐ a r t n e r s ３ 1,060,500株 4.1％

フ ォ ー バ ル 社 員 持 株 会 1,049,451株 4.0％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 844,100株 3.2％

株 式 会 社 エ ス ア イ エ ル 679,900株 2.6％

株 式 会 社 高 文 270,200株 1.0％

株式数 交付対象者数

取締役
（社外取締役及び監査等委員を除く。）

24,000株 ３名

Ⅱ．会社の現況

　１．株式の状況（2023年３月31日現在）

④　大株主

（注）1.当社は、自己株式を2,022,477株保有しておりますが、上記大株主からは除外しており

ます。

　　　2.持株比率は自己株式（2,022,477株）を控除して計算しております。

⑤　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に交付した株式の状況

（注）当社の株式報酬の内容につきましては、「３．会社役員の状況（４）取締役の報酬等」に

記載しております。
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２. 新株予約権等の状況

（１）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の

状況（2023年３月31日現在）

　     該当事項はありません。

（２）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約

権の状況

　　　該当事項はありません。

（３）その他新株予約権等に関する重要な事項

 該当事項はありません。

会社における地位 氏　名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長 大久保　秀　夫 ㈲エス・エヌ・ケー代表取締役社長

代 表 取 締 役 社 長 中　島　將　典

常 務 取 締 役 谷　井　　　剛 ㈱フォーバルテレコム取締役

常 務 取 締 役 加　藤　康　二 ㈱フォーバル・リアルストレート取締役

取 締 役
（ 常 勤 監 査 等 委 員 ）

鈴　木　弘　之

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

松　坂　祐　輔
東京平河法律事務所弁護士
㈱アクセスグループ・ホールディングス社外監査役

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

小　野　隆　弘

３. 会社役員の状況

（１）取締役の状況（2023年３月31日現在）

（注）１．取締役（監査等委員）松坂祐輔氏及び小野隆弘氏は、会社法第２条第15号に定める社
外取締役であります。

　２．取締役（監査等委員）鈴木弘之氏は、長年にわたり国内外の経理・財務業務に携わって
きた経験があり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており、常勤の監査等委
員であります。常勤の監査等委員を選任している理由は、社内の事情に精通した者が、
取締役会以外の重要な会議等への出席や内部監査部門等との連携を密に図ることにより
得られた情報をもとに、監査等委員による監査の実効性を高めるためであります。

　３．取締役（監査等委員）松坂祐輔氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に加え財
務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

　４．取締役（監査等委員）小野隆弘氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関
する相当程度の知見を有するものであります。

　５．当社は、取締役（監査等委員）松坂祐輔氏及び小野隆弘氏を東京証券取引所の定めに
基づく独立役員として指定し､同取引所に届け出ております。

　６．2022年５月13日をもって、常務取締役行辰哉氏は辞任により退任いたしました。な
お、退任時における重要な兼職は㈱フォーバルテレコム代表取締役でありました。

　７．2022年６月24日開催の第42回定時株主総会終結の時をもって、取締役寺田耕治氏は任
期満了により退任いたしました。

　８．2022年６月24日開催の第42回定時株主総会において、谷井剛氏は新たに取締役に選任
され就任いたしました。
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（２）責任限定契約の内容の概要
　　　　　当社と取締役（監査等委員）鈴木弘之氏、社外取締役（監査等委員）

松坂祐輔及び小野隆弘の各氏とは、会社法第427条第１項の規定に基づ
き、同法第423条第１項の損害賠償責任に関し、同法第425条第１項の各
号に定める金額の合計額を限度とする旨の契約を締結することができる
旨定款に定めております。

（３）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　　　　　当社は会社法第430条の３第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を

保険会社との間で締結しております。保険料は全額当社が負担してお
り、当該保険契約は、当社の取締役及び当社の子会社の取締役等がその
職務の執行に関し責任を負うこと、または当該責任の追及に係る請求を
受けることによって生ずることのある損害について補償するものであり
ます。ただし、被保険者の犯罪行為に起因する損害等は補償対象外とす
ることにより役員等の職務の執行の適正性が損なわれないようにするた
めの措置を講じております。

（４）取締役の報酬等

　　　①役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　　　　当社は、2021年２月26日開催の取締役会において、取締役（監査等委

員である取締役を除く。以下、「取締役」という。）の個人別の報酬等

の内容にかかる決定方針を決議しております。

　　　　また、取締役会は、当事業年度にかかる取締役の個人別の報酬等につ

いて、報酬等の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が取締役会

で決議された決定方針と整合していることを確認しており、当該決定方

針に沿うものであると判断しております。

　　　　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおり

です。

　　　　a.基本報酬に関する方針

　　　　　取締役の報酬は、基本報酬、決算賞与及び非金銭報酬としての株式

報酬で構成しております。

　　　　　取締役の賞与等を除く報酬の決定は株主総会において選任されたの

ちに取締役会決議により委嘱された代表取締役会長が従来定めている

取締役の報酬基準額（取締役、各役付取締役別で範囲を設定）に基づ

き決定します。

　　　　　また賞与は決算賞与額として決算計上され取締役会において承認さ

れた総額を取締役会決議により委嘱された代表取締役会長が個人別に

決定しています。
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　　　　b.業績連動報酬等に関する方針

　　　　　取締役及び従業員等に対し決算賞与制度を実施しており業績向上に

応じて賞与原資を増加させる仕組みですが取締役個人に対して業績目

標に応じた賞与を支給する制度は設定しておりません。

　　　　c.非金銭報酬等に関する方針

　　　　　譲渡制限付株式報酬制度をいち早く導入しております。株主総会の

決定において本制度の上限は１億円以内、10万株以内としておりま

す。取締役の個人別の割当数は役付取締役別に設定することとし取締

役会にて承認を受けます。

　　　　d.報酬等の割合に関する方針

　　　　　割合等に関しては設定しておりません。決算賞与はその性格上業績

結果で決まるものであり事前に割合を決定することは困難で、またそ

の結果決定した決算賞与の額に応じて月額報酬等を変更させる考え方

はありません。

　　　　e.報酬等の付与時期や条件に関する方針

　　　　　報酬は在任中に支給することを原則としており役員退職慰労金制度

はありません。

　　　　　譲渡制限付株式報酬に関しては一定の継続勤務期間、取締役等とし

ての適格条件等を満たさなかった場合には交付した株式を会社が無償

で取得することが可能です。

　　　　f.報酬等の決定の委任に関する事項

　　　　　取締役会から個人別取締役の報酬等（譲渡制限付株式報酬を除く）

の内容につき委嘱された代表取締役会長大久保秀夫は会社全体の業績

等と各個人が委嘱された職務を総合的に勘案し個人別報酬額を決定し

ます。

　　　　ｇ.取締役の個人別の報酬等の決定の係る委任に関する事項

　　　　　代表取締役会長に委任した理由は、当社グループを取り巻く環境、

当社グループの経営状況等を当社グループにおいて最も熟知し、総合

的に取締役の報酬額を決定できると判断したためです。当該方針は取

締役会で決定されたものであります。
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区 分
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円）
対象となる
役員の員数基本報酬 決算賞与

譲渡制限付
株式報酬

取 締 役
（監査等委員を除く）

270,496 128,252 123,900 18,343 ６名

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

21,201
（9,201）

21,201
（9,201）

－
（－）

－
（－）

３名
（２名）

合 計 291,697 149,454 123,900 18,343 ９名

　　　②当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１．上表には、当期に退任した取締役２名を含んでおります。

２．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

３．株主総会決議（2015年６月19日）による役員報酬限度額は以下のとおりであります。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬年額  400,000千円以内

監査等委員である取締役の報酬年額                     50,000千円以内

なお、役員報酬限度額には、使用人兼務取締役の使用人分給与相当額は含んでおりま

せん。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は

６名、監査等委員である取締役の員数は３名（うち、社外取締役は２名）でありま

す。

４．株主総会決議（2016年６月24日）により、上記の報酬枠とは別枠で取締役（社外取締

役及び監査等委員である取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のために支

給する報酬は年額100,000千円以内、これにより発行または処分をされる当社の普通

株式の総数は年100,000株以内としております。当該株主総会終結時点の取締役（社

外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）の員数は６名であります。

５．決算賞与の額は当期において費用計上した額を記載しております。

６．譲渡制限付株式報酬は取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）４

名のうち、３名に付与しております。また、報酬の額は当期において費用計上した額

を記載しております。
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区　分 氏　　名 会 社 名 等

取締役
（監査等委員）

松 坂 　 祐 輔
東 京 平 河 法 律 事 務 所 　 弁 護 士
㈱アクセスグループ・ホールディングス　社外監査役

区　分 氏　名
出席状況、発言状況及び社外取締役に期待
される役割に関して行った職務の概要

取締役
（監査等委員）

松坂　祐輔

当事業年度開催の取締役会16回のうち15回に、監査等委員会

16回のうち15回に出席し、主に弁護士としての専門的見地か

ら意見を述べるとともに、取締役会の意思決定の妥当性・適

正性を確保するための助言・提言を行っております。また、

監査等委員会において、議案の審議等に適宜、必要な発言を

行っています。

取締役
（監査等委員）

小野　隆弘

当事業年度開催の取締役会16回及び監査等委員会16回の全て

に出席し、主に法令や定款の順守に係る見地から意見を述べ

るとともに、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保す

るための助言・提言を行っております。また、監査等委員会

において、議案の審議等に適宜、必要な発言を行っていま

す。

（５）社外役員に関する事項

　　　①他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他

　　　　の法人等との関係

　　　　　該当事項はありません。

　　　②他の法人等の社外役員等としての重要な兼任の状況及び当社と当該他

　　　　の法人等との関係

（注）当社と東京平河法律事務所との間には顧問契約を締結しております。

　　　㈱アクセスグループ・ホールディングスと当社との間には特別な関係はありません。

　　　③当事業年度における主な活動状況

　　　④社外役員の当社の子会社から受けた役員報酬等の総額

　　　　　該当事項はありません。
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支 払 額

①　当社が支払うべき公認会計士法第２条第１項の業務についての
報酬等の額

34,500千円

②　当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の
合計額

85,000千円

４. 会計監査人の状況

（１）会計監査人の名称

太陽有限責任監査法人

（２）当該事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に

基づく監査の監査報酬の額を区分しておりませんので、①の金額には金融商品取引法

に基づく監査の報酬等の額を含めております。

　２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の遂行状況及び報酬の見積

りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査

人の報酬等の額について会社法第399条に基づく同意を行っております。

（３）非監査業務の内容

　該当事項はありません。

（４）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その

必要があると判断した場合は、会計監査人の解任または不再任を株主総

会の会議の目的とすることといたします。

　監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目

に該当すると認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき会計監

査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員

は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任

した旨と解任の理由を報告いたします。

（５）責任限定契約の内容の概要

　当社と会計監査人太陽有限責任監査法人は、会社法第427条第１項の規

定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結し

ております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、太陽有限責任

監査法人の会計監査人としての在職中に報酬その他の職務執行の対価と

して当社から受け、または受けるべき財産上の利益の額の事業年度ごと

の合計額のうち最も高い額に二を乗じて得た額としております。
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５. 剰余金の配当等の決定に関する方針

　　　当社は、配当による株主の皆様への利益還元を重要な経営課題のひとつと

認識しておりますが、加えて今後の事業計画、財務状況等、中長期的観点か

ら内部留保と安定した成果配分、双方のバランスにも配慮して配当金を決定

しております。

　　　当社は年１回の期末配当を行うことを基本方針としております。

　　　このような方針の下、2023年３月期の決算の状況を総合的に判断し、今期

の１株当たりの配当額を前期より１円増配し27円といたします。

　（注）１．本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示

しております。

なお、１株当たり当期純利益、１株当たり純資産額は小数点第３位

を四捨五入しております。

　　　　２．本事業報告中の記載金額には消費税等は含まれておりません。
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（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

科 　 目 金 　 額 科 　 目 金 　 額

 （資産の部）  （負債の部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

契 約 資 産

リ ー ス 投 資 資 産

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

器 具 備 品

リ ー ス 資 産

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

ソ フ ト ウ ェ ア

ソフトウェア仮勘定

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

破 産 更 生 債 権 等

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

25,138,568

11,162,826

98,356

9,168,254

54,580

233,228

797,645

89,276

292,580

1,063,204

1,908,205

379,476

△109,065

10,719,960

1,644,015

557,381

221,064

72,795

733,911

56,816

3,044,779

1,734,942

1,045,191

259,909

4,736

6,031,166

2,252,156

763,927

1,999,800

2,304,814

990,565

△2,280,097
　

流 動 負 債 16,926,407

支払手形及び買掛金 7,303,448

短 期 借 入 金 1,925,368

リ ー ス 債 務 259,550

未 払 金 3,062,465

未 払 費 用 1,056,657

未 払 法 人 税 等 636,701

契 約 負 債 507,686

賞 与 引 当 金 738,035

役 員 賞 与 引 当 金 216,463

そ の 他 1,220,030

固 定 負 債 3,295,208

社 債 100,000

長 期 借 入 金 162,786

リ ー ス 債 務 48,130

退職給付に係る負債 2,796,915

役員退職慰労引当金 65,543

持分法適用に伴う負債 29,574

繰 延 税 金 負 債 5,242

そ の 他 87,017

負 債 合 計 20,221,615

 （純資産の部）

株 主 資 本 14,017,463

資 本 金 4,150,294

資 本 剰 余 金 2,653,732

利 益 剰 余 金 8,407,909

自 己 株 式 △1,194,473

その他の包括利益累計額 614,874

その他有価証券評価差額金 624,611

為 替 換 算 調 整 勘 定 16,681

退職給付に係る調整累計額 △26,417

新 株 予 約 権 19,224

非 支 配 株 主 持 分 985,351

純 資 産 合 計 15,636,913

資 産 合 計 35,858,529 負 債 ・ 純 資 産 合 計 35,858,529

連 結 貸 借 対 照 表
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(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

（単位：千円）

科 　 目 金 　 額

売 上 高 59,538,921

売 上 原 価 39,183,317

売 上 総 利 益 20,355,603

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 17,912,206

営 業 利 益 2,443,397

営 業 外 収 益

受 取 利 息 5,353

受 取 配 当 金 28,798

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 119,085

違 約 金 収 入 55,474

そ の 他 96,426 305,138

営 業 外 費 用

支 払 利 息 18,554

投 資 事 業 組 合 運 用 損 5,369

そ の 他 7,270 31,195

経 常 利 益 2,717,340

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 56

投 資 有 価 証 券 売 却 益 188,437

負 の の れ ん 発 生 益 58,031

そ の 他 8,700 255,225

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 21,659

減 損 損 失 10,144

投 資 有 価 証 券 評 価 損 70 31,875

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,940,690

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,020,166

法 人 税 等 調 整 額 81,092 1,101,258

当 期 純 利 益 1,839,432

非支配株主に帰属する当期純利益 159,981

親会社株主に帰属する当期純利益 1,679,450

連 結 損 益 計 算 書
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（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

科 　 目 金 　 額 科 　 目 金 　 額

（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

商 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

器 具 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

ソフトウェア仮勘定

電 話 加 入 権

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

破 産 更 生 債 権 等

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

10,011,498

5,276,467

2,255

2,625,605

50,743

2,050

241,555

426,967

1,078,722

366,277

△59,146

13,423,051

341,490

200,524

90,966

45,000

5,000

422,095

395,671

23,690

2,734

12,659,465

1,144,174

9,963,305

455,375

814,461

71,379

463,191

△252,423
　

流 動 負 債 5,230,588

買 掛 金 1,786,540

未 払 金 1,300,731

未 払 費 用 611,764

未 払 法 人 税 等 265,354

契 約 負 債 404,971

前 受 金 43,785

賞 与 引 当 金 410,100

役 員 賞 与 引 当 金 123,900

そ の 他 283,439

固 定 負 債 2,343,289

退 職 給 付 引 当 金 2,327,519

そ の 他 15,769

負 債 合 計 7,573,877

（純資産の部）

株 主 資 本 15,273,044

資 本 金 4,150,294

資 本 剰 余 金 2,755,559

資 本 準 備 金 17,205

その他資本剰余金 2,738,353

利 益 剰 余 金 9,561,663

利 益 準 備 金 548,312

その他利益剰余金 9,013,351

　繰越利益剰余金 9,013,351

自 己 株 式 △1,194,473

評価・換算差額等 587,628

その他有価証券評価差額金 587,628

純 資 産 合 計 15,860,673

資 産 合 計 23,434,550 負 債 ・ 純 資 産 合 計 23,434,550

貸　借　対　照　表
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(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 18,075,184

売 上 原 価 7,978,590

売 上 総 利 益 10,096,593

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 9,012,792

営 業 利 益 1,083,800

営 業 外 収 益

受 取 利 息 8,688

受 取 配 当 金 716,809

そ の 他 28,007 753,505

営 業 外 費 用

投 資 事 業 組 合 運 用 損 5,369 5,369

経 常 利 益 1,831,936

特 別 利 益

関 係 会 社 株 式 売 却 益 59,549

投 資 有 価 証 券 売 却 益 178,540 238,089

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 76

関 係 会 社 株 式 評 価 損 295,080

減 損 損 失 144 295,300

税 引 前 当 期 純 利 益 1,774,725

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 448,374

法 人 税 等 調 整 額 △49,493 398,880

当 期 純 利 益 1,375,844

損　益　計　算　書
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東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小 松 亮 一 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 清 水 幸 樹 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 吹 上 　 剛 ㊞

独立監査人の監査報告書

2023年５月16日

株式会社フォーバル

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社フォーバ
ルの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書
類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算
書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社フォーバル及び連結子会社
からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、
全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計
算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立
しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当
監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任
は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の
責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の
職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容
は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明する
ものではない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通
読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法
人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆
候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りが
あると判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これに
は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連
結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において
一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役
の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計
算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的
な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性
があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を
与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従っ
て、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心
を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重
要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の
選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた
めのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ
た適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によ
って行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評
価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切である
かどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑
義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる
かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ
る場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起する
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こと、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない
場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められ
ている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい
ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記
事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が
基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務
情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書
類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単
独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、
監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見
事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業
倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると
合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ
ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計
士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小 松 亮 一 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 清 水 幸 樹 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 吹 上 　 剛 ㊞

独立監査人の監査報告書

2023年５月16日

株式会社フォーバル

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社フ
ォーバルの2022年４月１日から2023年３月31日までの第43期事業年度の計算
書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査
を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び
損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書
類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任
は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の
責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の
職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は
含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するも
のではない。

計算書類に係る会計監査報告
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　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読
し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が
監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があ
るかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りが
あると判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、
不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算
書類等を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般
に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役
の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書
類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な
保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があ
り、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与える
と合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従っ
て、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心
を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重
要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の
選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手する。
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・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するため
のものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた
適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によ
って行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評
価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるか
どうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義
を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるか
どうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる
場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合
は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい
るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事
項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、
監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見
事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業
倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると
合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ
ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ
り記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第43期事業

年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び

結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事

項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体

制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運

用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見表

明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統

制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその

職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要

な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。また

子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の

交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているか

を監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人か

ら「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計

算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」

（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を

受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細

書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別

注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結

損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い

たしました。

監査等委員会の監査報告
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

2023年５月17日

株式会社フォーバル　監査等委員会

常勤監査等委員 鈴 木 弘 之 ㊞

監 査 等 委 員 松 坂 祐 輔 ㊞

監 査 等 委 員 小 野 隆 弘 ㊞

（注）監査等委員松坂祐輔及び監査等委員小野隆弘は、会社法第２条第15号
及び第331条第６項に定める社外取締役であります。

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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丸紅

交通　　地下鉄東西線竹橋駅下車（大手町駅寄改札から専用通

路にて３ｂ出口直結）

地下鉄千代田線大手町駅Ｃ２ａ出口・Ｃ２ｂ出口、都

営地下鉄線神保町駅Ａ９出口よりそれぞれ徒歩５分


